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事業所名  グループホーム憩             

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

報告日 令和 ５ 年５月 ２５日（木） 

参 加 者（照会依頼含

む） 

議   題 

利用者       ０名 

利用者家族     ０名 

地域住民の代表者  ３名 

市職員       １名 

地域包括支援センター職員  １名 

事業所       ４名 

１．行事報告 

２．身体拘束適正化検討委員会より 

３．その他  

４．次回開催予定日 

 

会    議    録 

新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から５月２５日に開催を予定していま

した「グループホーム憩運営推進会議」は開催を中止とさせて頂きました。今

後も安心して生活をして頂ける場所の提供ができるよう、マスクの着用や換

気、手洗い、消毒を徹底して行う事で感染予防に努めて参ります。 

 

１．行事報告 

 

３月２９日 近くの公園へ花見に行き、桜の花を見ながら季節の移ろいを感じ

て頂きました。 

 

４月８日 芝桜を見に北丘グラウンドへ行きました。 

 

５月２日 利用者様の誕生日を祝い喫茶店へ行きました。ご自身で選んだケー

キをコーヒーと一緒に楽しまれ、嬉しそうに何度も職員に感謝の気持ちを伝え

て下さる等、喜んで頂けたご様子でした。 

 

５月３日 夜間帯の火災を想定した避難訓練を行いました。火災発見から避難

完了まで８分４４秒で行う事が出来ました。 

 

５月１３日 母の日のお祝いで昼食にサガミの割子弁当、１５時には手作り

ケーキをお召し上がり頂き、日頃の感謝の気持ちをお伝えさせて頂きました。 

 

 

 



２．身体拘束適正化検討委員会より 

 

今回はテーマを「不眠と身体拘束について」とし、夜間の不眠に対して適切な

ケアを行う方法や、考え方について資料の作成及び配布を行い内容の確認を

行って頂きました。 

 

３．その他  

 

 ・夜間の火災を想定した避難訓練を実施されていますが、日中の火災を想定

した避難訓練と比較し、反省点や気付き等があれば教えて下さい 

（市役所高齢者福祉課様） 

 

 夜間を想定している事もあり、一人ですべて対応をせざるを得ないので日中

と比較して時間を要してしまう事は当然ですが、多くの利用者様の避難をベッ

ドから行う為、職員が落ち着いて冷静に行動を行わなければ避難の際に転倒

等、人為的に起こる事故リスクが高まると感じています。その為、「災害は突

然起こる」と日頃から意識し有事の際に冷静で適切な対応が出来る様に意識を

しておく必要があると考えています。 

 

 地域包括支援センター様より労いのコメントを頂きました。今後も職員一

同、利用者様の想いに寄り添ったケアの実践に努めると共に、身体拘束を行わ

ないケアの実践に努めて参りますので引き続きご指導ご鞭撻の程宜しくお願い

致します。 

 

  

４．次回予定日 

 

令和５年７月２７日（木）  １４時～ 

 

 

 


